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は　じ　め　に

アカスジカスミカメStenotus rubrovittatus（Matsumura）
は斑点米カメムシ類の 1種である。1980年代に岩手県，
宮城県，広島県で被害が顕在化し，その後しばらくはこ
れら地域に限定された害虫であったが，近年は分布が拡
大し，全国的な重要害虫になっている。本種の発生予察
法や防除法を開発するには，加害の場となる水田での発
生動態を把握することが重要で，特に水田での増殖の可
否を明らかにすることは重要である。本種の水田での発
生実態についてはこれまでに多くの報告があり，一般的
には，幼虫の発生はほとんどないとされるが（渡邊，
2009），イヌホタルイやヒエ類が存在する水田では，幼
虫が多発生する事例が認められている（後藤ら，2000；
加進ら，2009）。アカスジカスミカメと同じカスミカメ
ムシ科に属し，斑点米カメムシ類の重要種であるアカヒ
ゲホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium

（Kirkaldy）は，出穂後のイネで増殖すること，主に増
殖世代の幼成虫が斑点米の発生にかかわっていることが
水田での調査で明らかにされている（石本，2004）。ア
カスジカスミカメとアカヒゲホソミドリカスミカメで
は，イネでの産卵部位が異なり，前者は籾内，後者は葉
鞘の隙間や葉舌である。一方，籾加害の習性は共通し，
内外穎の隙間から口針を挿入して内部の玄米を加害す
る。アカヒゲホソミドリカスミカメでは，幼虫の生存率
にイネの登熟段階と割れ籾数が影響を及ぼすことが放飼
試験により示されていて（石本，2007），このことは幼
虫の加害習性を反映していると見られる。これらのこと
から，アカヒゲホソミドリカスミカと同様の試験方法
で，穂，あるいはイネ株を用いて放飼試験を行い，イネ
でのアカスジカスミカメの増殖の可能性について，アカ
ヒゲホソミドリカスミカメと比較し検討したので紹介す
る。
今回紹介する試験ではイネに「白稃（しらふ）」の発

生があったが，これは，頴に葉緑素が形成される前に生
育を停止した穎花で，生育停止の時期により大きさに大
小があり，幼穂形成期から穂孕み期の低温により発生す

るものである（西山，1985）。本稿では，白稃に対比す
る正常な籾を正常籾，割れ籾に対比する正常な籾を閉穎
籾とした。
本稿の内容の多くはすでに発表済み（石本，2011；

2012）であり，詳細はそれらを参照していただきたい。

I　イネにおける産卵

2008年と 2009年，アカスジカスミカメ，アカヒゲホ
ソミドリカスミカメの成虫それぞれを，出穂日，出穂 7

～ 8日後，出穂 14日後の穂に放飼した。アカスジカス
ミカメでは，出穂日の穂では 2か年とも産卵が認められ
たが，その他の登熟段階の穂では 2008年のみで産卵が
認められた（図―1）。産卵された籾は，子房（玄米）が
ほとんど発達していない正常籾と白稃にほぼ限定され，
2008年の出穂 8日後，14日後では白稃のみで産卵があ
った（表―1）。卵はいずれも籾内で認められた。2009年
には放飼終了後，卵期間が経過したのちに卵数，ふ化幼
虫数を調査したが，ふ化幼虫はいずれも籾内で認められ
た。アカヒゲホソミドリカスミカメでは，2か年，いず
れの登熟段階でも産卵が認められ，産卵場所は葉鞘の隙
間や葉舌であった。この産卵試験の結果から，アカスジ
カスミカメでは，イネの穂は産卵に適さず，わずかに産
卵された場合にもほとんどの幼虫は籾の外へ脱出できな
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図－1　 登熟段階（出穂後日数）の異なるイネ穂における
アカスジカスミカメ，アカヒゲホソミドリカスミ
カメの産卵数 a）

（石本，2011にアカヒゲホソミドリカスミカメのデー
タを加えて作図）
a） 1本の穂と止葉，次葉に袋をかけ，雌雄 1対を 3日
間放飼．11～ 12反復．25℃，16時間日長．縦棒は SE．
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いことから，イネからの幼虫発生数は極めて少ないと推
察される。一方，アカヒゲホソミドリカスミカメでは，
これまでの報告と同じように，イネの葉鞘を主体に産卵
し，産卵部位からのふ化幼虫の脱出も容易とみられ，イ
ネは好適な産卵植物の 1種とみなされる。

II　イネにおける幼虫発育

4つの登熟段階のイネにアカスジカスミカメ 1齢幼虫
を放飼した試験では，生存率は登熟段階により違いがあ
り，出穂 20日後で低く，その前後ではこれに比べ高か
った（図―2）。割れ籾は，10日，20日でわずかに認めら
れ，その後顕著に増加する条件であり，閉穎籾，割れ籾
別に被害籾数を見ると，出穂日は閉穎籾のみで，その後，
登熟の進展に伴い，割れ籾の被害数（側部加害）が増加
し，この増加は，割れ籾数の増加と同調した。割れ籾が
多い穂と割れ籾がない穂（放飼終了時までにわずかに発
生）で幼虫の生存率を比較したところ，生存率には明瞭
な差異が認められ，割れ籾が多い穂で高く，割れ籾がな
い穂では極めて低かった（図―3）。これらの結果は，ア
カヒゲホソミドリカスミカメ幼虫での試験結果（石本，
2007）とおおむね一致している。これらカメムシ幼虫の
籾での加害部位は籾頂部と割れ籾の側面開口部であり，
登熟初期の割れ籾がない穂では専ら籾頂部から加害し，

登熟が進み，割れ籾が発生すると割れ籾を主体に加害す
る。このような登熟段階による加害対象の変化は，登熟
の進展に伴い籾の頂部の隙間が小さくなる，あるいは穎
が硬くなることで頂部からの口針の挿入・加害が次第に
困難になり，登熟後半には加害できる籾は割れ籾にほぼ
限定されることが影響しているとみられる。また，いず
れのカメムシも，玄米は好適な餌であり（石本，2008），
発育には，玄米吸汁の必要性が高いと考えられる。した
がって，アカスジカスミカメ，アカヒゲホソミドリカス
ミカメの幼虫では，餌として好適なイネの状態はほぼ共
通で，登熟初期のイネと割れ籾が多いイネと考えられ
る。

III　白稃多発生イネにおける増殖

上記の試験では，産卵と幼虫発育を分離し，かつ 1穂
を単位として行ったが，イネでの増殖性を確認するに
は，産卵から次世代幼虫の発育まで連続し，より水田に
近い状態のイネで試験を行うことが必要である。ワグネ
ルポットに 1株ずつ植えたイネにアカスジカスミカメ雌
雄 2対の成虫を 7日間放飼し，その後の幼虫発生を見る
と，‘こしいぶき’，‘コシヒカリ’のいずれの品種でも相
当数の幼成虫の発生が認められ，品種による差異は認め
られなかった（表―2）。イネ穂への放飼試験の結果（図―

表－1　 アカスジカスミカメ産卵穂における籾の種類別，玄米の発達
程度別の産卵数と幼虫数 a）

（石本，2011を改変）

年次 穂の登熟
段階 b） I

正常籾 c）

II　  III IV
白稃 d） 計 e）

2008
0日

産卵籾数
産卵数

10
79

0
0

  1
  4

0
0

―
―

11
83［7.5］

8日
産卵籾数
産卵数

  0
  0

0
0

  0
  0

0
0

  4
32

  4
32［8.0］

14日
産卵籾数
産卵数

  0
  0

0
0

  0
  0

0
0

  7
46

  7
46［6.6］

2009 0日 産卵籾数
産卵数
ふ化卵数
幼虫数 f）

  6
46
25
25

0
0
0
0

  1
10
  1
  1

0
0
0
0

  2
  5
  2
  2

  9
61［6.8］
28
28

a） 図―1で産卵が認められた穂の合計値．2008年はふ化卵数，幼虫
数の調査はなし．

b） 出穂後日数．
c） I：子実の発達はなし，II：子実の長さが頴花の長さの 1/2以下，

III：同 1/2～ 3/4，IV：同 3/4以上．
d） ―は調査対象としなかったためデータがないことを示す．
e） ［　］内は籾当たりの平均数．
f） 籾内で認められた幼虫数．
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1，表―1）からは，イネへの産卵はほとんどなく，した
がって，次世代幼虫の発生も極めて少ないと見込んでい
たが，予想外の結果であった。乾燥後の穂で産卵部位を
探ったところ，非常に軟弱で，小さな白稃が多数認めら
れ，その内部に多くの卵が観察された（図―5）。アカス
ジカスミカメの産卵対象は，このような白稃と不稔籾

（表―1）とみられたことから，これらに限定して卵数を
調査した。その結果，株当たりの平均産卵数は 79.3個
あるいは 83.8個で，籾内での死亡虫も少なく，ふ化し
た幼虫の多くが籾の外へ脱出したとみられた（表―3）。
また，幼虫数に対する，ふ化幼虫数と割れ籾数の影響を
解析したところ，割れ籾数に有意な正の効果があり，穂
単位の試験（図―2，図―3）と同様，株単位でも割れ籾が
幼虫数に影響することが確認された（図―4）。このよう
に籾内に多数の産卵があり，さらに多くの幼虫が籾外へ
脱出できた要因としては，供試したイネで認められた白
稃は，図―1の供試イネに比べ，大きさが小さく，穎が
薄く軟弱で，内穎と外穎の鈎合がゆるいため（図―5），
籾への産卵管の挿入や幼虫の脱出が容易であったことが
考えられる。
この試験で供試したイネは，幼穂伸長期に水田から掘

り上げたもので，人為的な管理条件により白稃が多発生
した特異なイネであり，実際の水田においては白稃が幼

表－2　アカスジカスミカメ成虫放飼イネにおける成・幼虫数と割れ籾数，斑点米数 a）

品種
調査
株数

平均生存成虫数 b） 平均
産卵数 d）

次世代生存虫数（平均± SE）c,d） 割れ籾数
（平均± SE）

斑点米数（平均± SE）d）

♀ ♂ 幼虫 成虫 計 頂部 側部 計

こしいぶき
コシヒカリ

  6
10

1.7
1.6

1.5
1.9

79.3
83.8

10.0
  8.3

11.2
  9.6

21.2± 3.1
17.9± 5.0

60.7± 32.5
72.7± 27.6

152.0
130.8

110.5
  99.4

262.5± 24.8
230.2± 56.9

a） ワグネルポット植えイネ（1株）に袋かけし，成虫雌雄 2対を放飼．放飼 7日後に成虫を除去．品種（出穂期）は，‘こしい
ぶき’（2009年 8月 2日），‘コシヒカリ’（8月 3日）．成虫放飼日：8月 6日．

b） 生存成虫数は，成虫除去時の生存数．
c） 次世代生存虫数の調査日：8月 31日．
d） イネを刈り取り，乾燥させたのちに調査．
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図－2　 登熟段階の異なるイネ穂へのアカスジカスミカメ
幼虫放飼試験における生存率（上）と割れ籾，被
害粒の発生数（下）a）

 （石本，2012より作図）
a） 1本の穂と止葉，次葉に袋をかけ，1齢幼虫 10頭
を放飼．6反復．25℃，16時間日長．
被害閉頴籾：閉頴籾で玄米が斑点米である籾．
被害割れ籾：割れ籾で玄米が斑点米である籾．
異なるアルファベットを付した処理間には有意差
があることを示す（角変換後に Tukey法）．
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図－3　 割れ籾数が異なるイネ穂におけるアカスジカスミ
カメ幼虫の生存率 a）

 （石本，2012より作図）
a） 籾数を約 15粒に調整した穂を供試．割れ籾は，鈎
合部の外穎の縁を切除し人為的に作成したもの．
放飼方法は図―2に同じ．6反復．（　）は放飼終了
時の平均割れ籾数．＊＊＊は 0.1％水準で有意差が
あることを示す（角変換後に t検定）．
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虫の発生要因になる事例はほとんどないとみられる。ま
た，この試験における成虫の放飼時期はイネ出穂後に成
虫が水田侵入することを想定した時期であることに留意
する必要がある。

お　わ　り　に

イネでアカスジカスミカメが増殖できる条件として
は，①産卵が可能で，かつ，ふ化幼虫が外部へ脱出可能
な籾が存在すること，②幼虫の餌となる籾（登熟初期の
籾，割れ籾）が存在することが挙げられる。水田内では
アカスジカスミカメ幼虫の発生がないことが一般的であ
るが（渡邊，2009），これは通常のイネでは①の条件が
満たされないことによると考えられ，アカヒゲホソミド
リカスミカメとの明瞭な相違点である。一方，イヌホタ
ルイやヒエ類がある水田ではこれらがアカスジカスミカ
メの産卵植物として働き（大友ら，2005；NAGASAWA and 

HIGUCHI, 2012），このことにより①の条件が満たされる
と考えられる。また，②の条件からは，登熟初期に幼虫

表－3　アカスジカスミカメ成虫放飼イネにおける成・幼虫数と割れ籾数，斑点米数 a）

品種 籾区分
調査籾数

（平均± SE）
産卵籾数

（平均± SE）

産卵数（平均± SE） 籾内死虫数
（平均）ふ化 未ふ化 計 a）

こしいぶき
白稃
不捻籾

161.3± 28.0
  44.2± 22.9

20.7± 3.0
  0.5± 0.3

64.2
  2.8

12.1
  0.2

76.3± 15.4
  3.0±   1.9

13.8
  2.2

コシヒカリ
白稃
不捻籾

  76.6±   7.8
  76.3± 13.7

17.0± 2.9
  0.6± 0.2

53.3
  3.0

27.2
  0.3

80.5± 13.7
  3.3±   1.2

  8.4
  2.9

a）表―2のイネ株を調査．

割れ籾数/株 log（x＋0.5）
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p＜0.001
r＝0.851
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図－4　 アカスジカスミカメ成虫放飼イネにおける株当た
り割れ籾数と次世代幼成虫数の関係

CB

A

図－5　 白稃と内部に産下されたアカスジカスミカメ卵（A：一般的な白稃，B：
小さく，軟弱な白稃，C：白稃内のふ化卵）
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発生がある場合と，登熟中後期に幼虫発生があり，割れ
籾の多発生が重なる場合に，増殖と斑点米発生が助長さ
れるとみられる。
本種の発生予察や防除対策を構築する際，水田内雑草
の有無と割れ籾の多少は重要なポイントとなる。すなわ
ち，雑草がない水田では成虫のみが対象となるが，雑草
がある水田では，幼虫も対象とし，割れ籾が多発生する
場合は登熟中後期の幼虫発生も対象とする必要があろ
う。このような水田における薬剤防除法は，鈴木（2005），
加進（2009）で検討されている。
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